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Temafloxacinを 急性 あ るい は慢 性 の呼吸 器感 染症18例(急 性 気管 支炎12例,肺 炎3例,

慢 性 気管 支 炎1例,気 管 支 肺 炎1例,中 葉 舌 区 症 候 群 ・急 性 増 悪1例)に 対 して1回

150mgま たは300mg,1日2回 経 口投 与 し,そ の臨床 効果,副 作 用 お よび有用性 を検 討 し

た。

1日投 与量 は7例 が300mg,11例 が600mgで あ った。臨 床効果 は著 効7例,有 効6例,

やや有効2例,無 効1例,不 明2例 で,有 効率(著 効+有 効)81.3%で あ った。

副作用 につ いて は1例 に フラフ ラ感 が認 め られた。 また,臨 床 検査値 異常 変動 につい て

は,S-GOTの 上 昇,S-GOT・LDHの 上昇,S-GOT・S－GPTの 上 昇,好 酸 球 の上 昇 が各

1例に認 め られたが,特 に問題 となる もの はなか った。

以上の ことよ り,本 剤 は,中 等症 以下 の急性 お よび慢性 の呼 吸器感 染症 の治療 に対 して

有用な薬剤で あ ると考 え る。
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Temafloxacin(TMFX)は 田辺 製 薬株 式 会 社 お よ び ダ

イナボット株式会社 の両社で 共同開発 中の新 しい ピリ

ドンカルボ ン酸系 合成 抗菌剤 で,キ ノロ ン環の1位 に

2,4-ジ フロロフ ェニ ル基,6位 にフ ッ素 原子,7位 に

3.メチルピペラジニル基 を有す る。本剤 は殺菌 的 に作

用し,好気性 グラム陽性菌,グ ラム陰性菌,嫌 気性菌,

更にマイコプラズマ,ク ラ ミジア等 に対 して広 範 な抗

菌スペク トルを有 し,特 に好気性 グラム陽性菌 お よび

嫌気性菌 に対 して既 存の 薬剤 よ り強 い抗 菌力 を有す

る1)。

経口投与 による吸収 は良好で あ り,血 中濃度 半減期

は約7時 間 と長 く,ま た,連 続投与 による蓄積性 は認

められなかった。本剤 は各組織へ の移行 が非常 に良好

で,生 体内で ほ とん ど代 謝 を受 けず に投 与 後48時 間

で約70%が 尿中 に排泄 され る2)。今 回,我 々は18例 の

各種呼吸器感染 症に本剤 を使 用す る機会 を得 たので,

その成績 を報告 する。

各種細菌による上 ・下気道 感染症 の疑 われ た入 院患

者9名 お よび外 来 患 者9名 ,計18例 を対 象 と した

(Table 1)。 対象患 者 は全例 成 人で,年 齢 は17歳 か ら

83歳 までの男性10例
,女 性8例 であ る。

重症感染症で経 口剤 に よる治療で は効果 が期待 で き

な い患 者,基 礎 疾患 または合併症 が重篤 また は進行性

で,TMFXの 有 効 性 ・安 全 性 の 判 定 が 困難iな もの,

TMFX投 与前 に他 の抗 菌 剤療法 によ り症状 が改善 しつ

つ ある もの,キ ノロ ン系抗 菌剤 に対 して ア レルギ ーの

既往歴 を有す る もの,高 度 の心,肝 あ るい は腎 機能 障

害 を有 す る もの,て んか ん等 の痙攣 性疾患 または これ

らの既 往歴 を有す る もの,妊 婦,授 乳婦 お よび妊娠 し

てい る可能性 のあ る もの は除外 した。

臨床効 果 は,発 熱,咳 嗽,喀 痰量,喀 痰 性状,呼 吸

困難,胸 痛,胸 部 ラ音,脱 水 症状,チ ア ノーゼ等 の 自

他 覚所 見の改善 度,感 染症 の重症度,お よび改 善 まで

の 日数,胸 部X線 所 見 や臨床検 査値 の推 移 な どに基づ

いて,著 効,有 効,や や有 効,無 効 の4段 階で 判定 し

た。

対 象 とな った疾患 は,急 性気 管支 炎12例,肺 炎3例,

慢性 気 管支炎1例,気 管支肺 炎1例,中 葉 舌区 症候群

の急性増 悪1例 で あ り,感 染症 の重 症度 は,軽 症12例,

中等 症6例 で あ った。投与 方法 は,1日300mg分2投

与 が7例,1日600mg分2投 与 が11例 で あ り,投 与

日数 は3日 投 与1例,7日 投 与5例,8～14日 投与7例,

15日 投 与4例,22日 投与1例 で あった。

前述 の 効果 判定 に基づ いた各 種 呼 吸器 感 染症 の18
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例の 臨床 効果 は,急 性 気管 支炎 では 著効4例,有 効5

例,や や 有効1例,無 効1例,不 明1例 で,肺 炎 で著

効2例,有 効1例,慢 性 気 管支 炎で不 明1例,気 管 支

肺 炎でや や有効1例,中 葉 舌区症候 群 の急性 増悪 で著

効1例 で あ り,全 体 で は著 効7例 。有効6例,や や有

効2例,無 効1例,不 明2例 で,有 効率は81,3%で あ

った。

本剤 の投与 と関係 があ る と思わ れる副作用が1例 に

Table 1. Results of a clinical trial of temafloxacin

CTM: cefotiam RFP: rifampicin EB: ethambutol EM: erythromycin
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認められた。投 与2日 目よ り,フ ラ フラ感が現 れ,投

与3日 目に服薬 を中止 した とこ ろ,翌 日に症状 は消 失

した。本症例の場合,他 に8薬 剤 を併用 し,ま た,同

時に中止 したため,本 剤 との関連性 は明 らかで は な く,

多分関係あ りと判定 した。本 剤投 与 に関 連の ある と思

われ る臨 床検 査値 異常 は症 例18でS-GOTの 上 昇,症

例7でS-GOT,LDHの 上 昇,症 例13でS-GOT,S-GPT

の上 昇,症 例15で 好 酸 球 の 上昇 を認 め たが,い ず れ

も軽度 であ り,前2者 は投 与終 了後 に正 常化 した。後

者 は追跡 不能 のた め転帰 は不明で あ る。

Table 2, Laboratory findings before (B) and after (A) temafloxacin therapy
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TMFXは ピ リ ドンカ ルポ ン酸 系合成 抗菌 剤で あ り,

好気性 グラム陽性菌,グ ラム陰性 菌 および嫌気性 菌 に

対 して幅 広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し,そ の作用 は殺菌

的 で あ り,気 道 感 染 症 か ら分 離 さ れ る こ との 多 い

Staphylococcus aureus, Moraxella calarrhalis, Haemophi-

lus influenzae, Klebsiella pneumaniae などに対 して優

れた抗 菌力 を有 してい る。 また,本 剤 の経 口投 与時 の

吸収 も良 く,高 い血 中濃度 が持続 し,喀 痰 へ の移行 も

良い2)。

今 回,軽 症 お よび 中等症 の 呼吸 器 感染 症18例 を対

象 に本 剤 を1日300mgま た は600mgを 分2投 与 した

際 の臨 床 効果 を検討 した結 果,府 効 率81.3%と 満足

で きる成績 であ り,副 作用 が1例,臨 床検 査値 異常変

動4例 が認 め られた が,い ず れ も軽 度で あ り,安 全性

に も問題 はな い と考 え られ る。

以上 か ら,TMFXは 軽 症,中 等症 の呼吸器感染症に

対 して,高 い臨床 効果 を示 し,ま た,安 金性 にも問題

のな いこ とよ り,有 用性 の高 い薬剤 である と考えられ

た。
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Temafloxacin in the treatment of respiratory infections
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Temafloxacin (TMFX), a new orally active new-quinolone, was used in the treatment of 18

patients with respiratory infections.

TMFX was administered orally for 3•`22 days, mostly at a dose of 300 mg b.i.d. The clinical

effects were excellent in 7 cases, good in 6, fair in 2, poor in 1, and unevaluable in 2, and the

efficacy rate was 81.3%.

Side effects occurred in 1 patient (dizziness). Slight elevations of S-GOT were detected in 3

patients, S-GPT in 1, LDH in 1, and eosinophilia in 1, after administration of TMFX.

We found TMFX to be useful for the treatment of mild and moderate respiratory tract infections.


